
こ
の
事
案
は
２
０
０
９
年
10

月
29
日
に
本
社
提
案
さ
れ
て
お

り
、
1
年
9
か
月
ぶ
り
に
本
社

の
団
体
交
渉
が
再
開
さ
れ
た
。

２
０
１
２
年
6
月
19
日
に
本

社
最
終
の
修
正
提
案
が
さ
れ
た

が
、
「
10
月
1
日
実
施
」
だ
け

が
先
行
し
、
具
体
的
な
中
身
は

支
社
提
案
に
委
ね
ら
れ
た
。

そ
し
て
6
月
29
日
に
支
社
提

案
が
さ
れ
、
そ
の
基
本
的
な
考

え
方
は
「
シ
ニ
ア
社
員
の
要
員

規
模
」
「
要
員
事
情
」
「
車
両

の
投
入
計
画
」
「
グ
ル
ー
プ
会

社
の
受
け
入
れ
能
力
」
な
ど
を

総
合
的
に
勘
案
し
て
、
安
全
の

確
保
を
大
前
提
と
し
て
、
エ
ル

ダ
ー
社
員
の
技
術
力
・
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
せ
る
仕
事
の
場
（
出

向
先
）
を
拡
大
し
、
新
た
な
再

雇
用
制
度
の
中
で
技
術
力
・
ノ

ウ
ハ
ウ
を
後
身
へ
確
実
に
継
承

し
育
成
す
る
こ
と
。
グ
ル
ー
プ

会
社
の
総
合
力
を
発
揮
し
、
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
を
徹
底
し
た
効
率

的
な
事
業
運
営
の
も
と
で
グ
ル
ー

プ
会
社
を
発
展
さ
せ
、
よ
り
働

き
が
い
の
あ
る
職
場
・
労
働
環

境
を
早
急
に
実
現
さ
せ
る
と
と

も
に
、
グ
ル
ー
プ
会
社
に
お
け

る
構
内
・
車
両
検
修
の
技
術
基

盤
を
確
立
し
、
技
術
力
の
向
上

を
実
現
さ
せ
、
プ
ロ
パ
ー
社
員

も
含
め
た
業
務
体
制
を
構
築
さ

せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
運
輸
区
・
車

両
セ
ン
タ
ー
・
総
合
車
両
セ
ン

タ
ー
派
出
に
お
い
て
は
、
仕
業

検
査
業
務
・
駅
派
出
業
務
・
構

内
計
画
業
務
・
信
号
業
務
・
ホ
ー

ム
で
の
分
割
・
併
合
業
務
・
資

材
・
倉
庫
関
係
業
務
を
委
託
し
、

総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

は
、
在
来
線
車
両
の
パ
ン
タ
グ

ラ
フ
検
修
・
空
気
圧
縮
機
検
修

を
委
託
す
る
と
し
て
い
る
。

仙
台
支
社
内
で
の
関
係
箇
所

は
小
牛
田
運
輸
区
・
仙
台
車
両

セ
ン
タ
ー
・
郡
山
総
合
車
両
セ

ン
タ
ー
・
郡
山
総
合
車
両
セ
ン

タ
ー
郡
山
派
出
・
郡
山
総
合
車

両
セ
ン
タ
ー
会
津
若
松
派
出
・

新
幹
線
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
で

あ
る
。

要
員
関
係
は
、
小
牛
田
運
輸

区
が
△
13
、
仙
台
車
両
セ
ン
タ
ー

が
△
20
（
内
宮
城
野
派
出
△
3）
、

郡
山
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
が
△

29
（
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
検
修
△
4
、

空
気
圧
縮
機
△
5
、
郡
山
派
出

△
10
、
会
津
若
松
派
出
△
10
）
、

新
幹
線
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
が

△
6
と
い
う
大
合
理
化
だ
。

こ
れ
に
対
し
地
方
本
部
は
業

務
部
を
中
心
に
、
合
理
化
対
策

会
議
や
学
習
会
を
積
み
上
げ
１

９
４
項
目
の
申
し
入
れ
を
集
約

し
、
粘
り
強
く
交
渉
を
進
め
て

き
た
。

国
労
は
交
渉
の
前
提
と
し
て
、

内
容
に
つ
い
て
様
々
な
問
題
が

内
包
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け

「
車
両
の
安
全
」
と
い
う
旅
客

会
社
に
お
い
て
重
要
な
課
題
に

つ
い
て
十
分
な
対
応
が
担
保
さ

れ
て
お
ら
ず
、
車
両
の
安
全
が

確
保
で
き
な
い
業
務
委
託
に
は

反
対
で
あ
る
こ
と
を
全
面
的
に

主
張
し
交
渉
を
進
め
て
き
た
。

そ
し
て
9
月
12
日
、
国
労
は

団
交
に
お
い
て
、
指
摘
、
要
請

し
た
事
項
を
職
場
に
お
い
て
誠

実
に
履
行
す
る
こ
と
を
会
社
に

求
め
、
ま
た
労
働
組
合
の
立
場

で
10
月
1
日
以
降
検
証
し
て
い

く
こ
と
を
会
社
と
確
認
し
整
理

に
至
っ
た
。

ま
た
出
向
を
伴
う
事
案
で
あ

り
、
本
人
の
希
望
を
十
分
尊
重

す
る
こ
と
を
求
め
て
き
た
が
、

結
果
と
し
て
要
員
は
以
下
の
よ

う
に
発
令
が
さ
れ
た
。

▼
小
牛
田
運
輸
区

8
人
の
組
合
員
が
Ｊ
Ｒ
テ
ク
ノ

サ
ー
ビ
ス
へ
出
向

（
簡
易
苦
情
処
理
3
人
）

▼
仙
台
車
両
セ
ン
タ
ー

12
人
の
組
合
員
が
Ｊ
Ｒ
テ
ク
ノ

サ
ー
ビ
ス
へ
出
向
（
簡
苦
5
人
）

▼
郡
総
郡
山
派
出

5
人
の
組
合
員
が
Ｊ
Ｒ
テ
ク
ノ

サ
ー
ビ
ス
へ
出
向
（
簡
苦
5
人
）

▼
郡
総
会
津
若
松
派
出

2
人
の
組
合
員
が
Ｊ
Ｒ
テ
ク
ノ

サ
ー
ビ
ス
へ
出
向
（
簡
苦
2
人
）

▼
新
幹
線
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー

2
人
の
組
合
員
が
東
北
交
通
機

械
へ
出
向
（
簡
苦
2
人
）

※
合
計
29
人
の
組
合
員
が
出
向

発
令
。

ま
た
10
月
1
日
の
発
令
日
に

制
服
が
一
部
間
に
合
わ
な
い
な

ど
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
今
後

も
問
題
点
を
集
約
し
、
会
社
に

指
摘
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

【
地
本
業
務
部
・
歌
川
】

国
労
東
北
協
議
会
（
齋
藤
庄

司
議
長
＝
盛
岡
地
本
）
は
11
月

3
日
～
４
日
、
田
沢
湖
高
原
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に
お
い
て
（
財
）

国
鉄
労
働
会
館
主
催
（
盛
岡
・

仙
台
・
秋
田
地
方
部
共
催
）
に

よ
る
東
北
労
働
講
座
を
開
催
し
、

約
50
人
の
組
合
員
が
参
加
し
た
。

講
座
で
は
「
東
日
本
大
震
災

と
交
通
権
の
復
興
」
に
つ
い
て
、

日
本
大
学
商
学
部
教
授
の
桜
井

徹
氏
よ
り
講
義
を
受
け
、
①
公

共
交
通
に
お
け
る
鉄
道
の
役
割

②
鉄
道
の
役
割
③
東
京
と
地
方

の
連
帯
に
つ
い
て
学
び
、
ま
た

認
識
を
新
た
に
し
た
。

引
き
続
き
、
国
労
東
北
協
議

会
に
よ
る
東
北
三
地
本
学
習
交

流
会
が
開
催
さ
れ
、
東
日
本
本

部
松
井
書
記
長
か
ら
情
勢
報
告

を
受
け
、
そ
れ
に
対
す
る
質
疑

が
行
わ
れ
た
。

ま
た
交
流
会
終
了
後
に
は
国

労
東
北
協
議
会
第
27
回
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
、
「
震
災
に
よ

る
被
災
線
区
の
問
題
や
原
発
事

故
か
ら
の
放
射
能
被
害
問
題
等

の
新
た
な
課
題
に
も
対
応
し
、

東
北
協
議
会
と
し
て
団
結
を
図

る
」
等
の
当
面
す
る
活
動
方
針

を
採
択
し
た
。
役
員
は
別
掲
。

翌
4
日
に
は
、
本
部
眞
子
書

記
長
に
よ
る
組
織
拡
大
に
つ
い

て
の
問
題
提
起
を
受
け
、
各
地

方
か
ら
は
組
織
拡
大
を
中
心
と

し
た
活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
。

仙
台
地
本
か
ら
は
佐
藤
正
彦

福
島
県
支
部
書
記
長
が
、
①
放

射
能
汚
染
下
で
の
労
働
環
境
に

対
す
る
支
部
の
取
組
み
②
組
織

拡
大
に
対
す
る
郡
山
駅
連
合
分

会
の
取
組
み
の
報
告
を
行
な
っ

た
。
ま
た
貨
物
協
議
会
か
ら
は

こ
の
間
の
闘
い
の
経
過
報
告
と

決
意
表
明
が
さ
れ
、
最
後
に
齋

藤
議
長
の
団
結
頑
張
ろ
う
で
散

開
し
た
。
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10
・
2

JR
バ
ス
苦
情
処
理

10
・
4

団
交
（
冬
期
対
策
提
案
）

10
・
6

地
本
婦
人
部
常
任
委
員
会

10
・
9

第
1
回
地
本
執
行
委
員
会

10
・
15

JR
バ
ス
団
交
（
冬
季
ダ
イ
ヤ
）

10
・
27

東
日
本
本
部
家
族
会
総
会
（
秋
保
）

10
・
27

第
43
回
地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
会
議

10
・
27

踏
切
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

10
・
27

本
部
組
織
拡
大
統
一
行
動
エ
リ
ア
別
会
議

11
・
3
～
4

東
北
協
議
会
第
27
回
総
会
・
東
北
労
働
講
座

9
月
12
日
、
「
グ
ル
ー
プ
会
社
と
一
体
と
な
っ
た
業
務
体
制

の
さ
ら
な
る
推
進
」
に
つ
い
て
組
合
と
会
社
間
で
整
理
が
さ
れ

た
。
組
合
は
6
月
29
日
の
支
社
提
案
以
降
、
出
向
先
会
社
で
の

労
働
条
件
低
下
の
問
題
、
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
と
安
全
な

車
両
の
提
供
が
担
保
出
来
な
い
こ
と
、
技
術
継
承
問
題
等
多
く

の
課
題
と
問
題
点
を
包
括
し
て
お
り
業
務
委
託
化
に
反
対
す
る

立
場
で
会
社
と
議
論
を
重
ね
て
き
た
。
今
後
、
団
交
で
指
摘
し

確
認
し
た
事
項
の
履
行
・
実
施
の
検
証
が
大
切
と
な
る
が
、
事

案
の
概
要
を
報
告
す
る
。

国
労
東
北
協
議
会
新
役
員

議

長

齋
藤

庄
司
（
盛
岡
）

副
議
長

渡
邊

敦
（
秋
田
）

副
議
長
（
兼
）
事
務
局
長

大
沼

元
（
仙
台
）

幹

事

後
藤

重
文
（
秋
田
）

幹

事

佐
々
木

力
（
秋
田
）

幹

事

五
十
嵐

敬
（
仙
台
）

幹

事
（
貨
物
）

岩
井

幸
二
（
仙
台
）

会
計
監
査小

林

良
宏
（
盛
岡
）

久
米

竜
一
（
秋
田
）

 
国
労
東
日
本
家
族
会
が
10
月

27
日
、
仙
台
市
茂
庭
荘
に
お
い

て
第
24
回
家
族
会
総
会
な
ら
び

に
学
習
交
流
会
を
開
催
し
た
。

 
総
会
の
前
段
に
開
催
さ
れ
た

学
習
会
で
は
、
「
生
協
あ
い
コ
ー

プ
ふ
く
し
ま
」
理
事
長
の
佐
藤

孝
之
さ
ん
と
、
同
理
事
の
鶴
蒔

真
理
江
さ
ん
よ
り
、
「
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
と
そ
の
後
」
と
題
し
た
講
演

を
受
け
、
放
射
能
被
爆
に
悩
み

苦
し
ん
で
い
る
実
態
と
、
正
確

な
情
報
を
共
有
し
知
恵
を
出
し

合
い
危
機
を
乗
り
越
え
て
い
く

決
意
と
報
告
を
全
体
の
も
の
と

し
て
確
認
し
た
。

そ
の
後
の
家
族
会
総
会
で
は

12
年
度
の
活
動
方
針
を
全
会
一

致
で
採
択
。
役
員
と
し
て
、
渡

邉
光
子
会
長
以
下
を
選
出
し
、

仙
台
地
本
か
ら
は
真
屋
恵
美
子

さ
ん
が
副
会
長
と
し
て
再
任
さ

れ
た
。
ま
た
一
行
は
翌
日
仙
台

地
本
の
案
内
に
よ
り
被
災
地
の

視
察
を
行
な
っ
た
。



国
労
東
日
本
本
部
は
10
月
23

日
、
JR
東
日
本
会
社
と
の
間
で

「
労
働
条
件
に
関
す
る
労
働
協

約
」
に
つ
い
て
、
締
結
期
日
を

12
年
10
月
1
日
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
締
結
・
調
印
を
行
な
っ
た
。

「
労
働
条
件
に
関
す
る
労
働

協
約
」
に
つ
い
て
は
10
年
9
月

に
開
催
さ
れ
た
第
24
回
国
労
東

日
本
本
部
大
会
に
お
い
て
提
案

さ
れ
、
以
降
2
年
を
経
過
し
締

結
に
至
っ
た
。

東
日
本
本
部
は
「
声
明
」
を

発
表
し
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

「
協
約
締
結
に
向
け
た
取
組
み

の
中
心
軸
と
し
て
求
め
て
き
た

こ
と
は
06
年
の
一
括
和
解
の
趣

旨
と
経
過
を
文
言
と
し
て
明
文

化
す
る
こ
と
と
、
一
括
和
解
の

未
解
決
・
未
整
理
部
分
で
あ
る

懸
案
事
項
の
解
消
で
あ
る
」
と

し
、
「
総
則
」
に
「
制
度
の
運

用
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
経
過
及
び
議
論
を
尊
重
し
、

制
度
の
実
施
・
運
用
に
あ
た
っ

て
は
公
平
・
公
正
を
期
す
る
こ

と
」
「
制
度
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
公
正
厳
格
に
取
り
扱
っ
て

い
く
」
と
い
う
文
章
を
挿
入
す

る
に
至
っ
た
と
し
、
ま
た
懸
案

事
項
の
解
決
に
つ
い
て
は
現
時

点
で
到
達
に
至
ら
な
か
っ
た
が

引
き
続
き
取
組
み
の
強
化
を
図

る
と
し
て
い
る
。

一
方
で
、
協
約
の
締
結
に
つ

い
て
は
、
今
年
9
月
に
開
催
さ

れ
た
第
26
回
国
労
東
日
本
本
部

大
会
で
は
賛
否
両
論
が
あ
り
、

ま
た
同
月
開
催
し
た
第
67
回
仙

台
地
方
本
部
大
会
に
お
い
て
は

「
締
結
に
反
対
」
「
慎
重
に
扱

う
こ
と
」
「
理
解
・
説
明
不
足
」

の
意
見
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

東
日
本
本
部
に
対
し
て
2
支
部
、

1
分
連
協
、
8
分
会
か
ら
要
請

書
と
意
見
書
が
、
ま
た
地
方
本

部
に
は
2
支
部
5
分
会
か
ら
意

見
書
等
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。

地
方
本
部
は
9
月
28
日
、
松

島
チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
お
お
さ
と
コ
ー
ス
）
に
お
い

て
、
第
13
回
地
方
本
部
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
台

風
18
号
が
接
近
す
る
小
雨
交
じ

り
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
あ
っ

た
が
、
39
人
の
ゴ
ル
フ
愛
好
家

が
プ
ロ
顔
負
け
の
腕
前
を
競
い

合
い
、
白
熱
し
た
競
技
が
展
開

さ
れ
た
。

開
会
式
で
は
、
大
村
実
行
委

員
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
に
坂
本

雅
信
さ
ん
（
仙
石
線
分
会
Ｏ
Ｂ
）

の
選
手
宣
誓
が
行
わ
れ
、
各
組

が
順
次
ス
タ
ー
ト
。

ラ
ウ
ン
ド
で
は
隣
の
コ
ー
ス

に
ボ
ー
ル
を
打
ち
込
む
組
合
員

や
カ
ー
ト
道
を
有
効
に
活
用
し

て
ド
ラ
コ
ン
を
獲
得
し
た
組
合

員
も
。

そ
し
て
今
回
大
会
で
栄
冠
を

手
に
し
た
の
は
、
仙
総
所
支
部

の
柳
田
敏
幸
さ
ん
（
車
体
分
会
）

だ
。
本
人
か
ら
は
「
や
っ
と
優

勝
で
き
ま
し
た
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
り
ま
す
」
と
、
初
回
か
ら

参
加
し
続
け
て
や
っ
と
掴
ん
だ

栄
冠
に
感
無
量
の
様
子
で
感
想

が
述
べ
ら
れ
た
。

閉
会
で
は
大
沼
地
本
委
員
長

か
ら
「
組
織
の
高
齢
化
で
さ
ま

ざ
ま
問
題
も
生
ま
れ
て
く
る
、

団
結
が
何
よ
り
、
引
き
続
き
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

諸
要
求
の
前
進
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
団

結
頑
張
ろ
う
で
大
会
を
締
め
、

散
会
し
た
。

【
千
葉
通
信
員
】
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敬
称
略

1
柳
田
敏
幸
（
仙
総
車
体
）

2
菊
地
善
昭
（
仙
宮
運
輸
区
）

3
青
野
恒
男
（
仙
宮
運
輸
区
）

4
熊
谷
義
昭
（
福
島
地
区
）

5
冨
山
成
孝
（
小
牛
田
運
輸
区
OB
）

6
谷
村
俊
則
（
仙
台
信
通
区
）

7
阿
部
貴
弘
（
郡
山
駅
連
）

8
坂
本
雅
信
（
仙
石
線
駅
連
OB
）

9
横
山
治
男
（
郡
山
保
線
区
）

10
鈴
木
弘
文
（
仙
台
信
通
区
）

第２６３８号 国労せんだい ２０１２年１１月１０日

団結 抵抗 統一

退
職
の
お
知
ら
せ

9
月
30
日
付

鈴
木

幹
雄
さ
ん

会
津
若
松
地
区

エ
ル
ダ
ー
退
職

紺
野

正
美
さ
ん

ビ
ル
テ
ィ
ッ
ク
郡
山

佐
々
木
敬
喜
さ
ん

テ
ク
ノ
福
島

大
村

恒
雄
さ
ん

仙
建
工
業

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

○
地
本
主
催
労
働
協
約
学
習
会

日
時

12
月
1
日
（
土
）
13
時
～

会
場

仙
台
市
・
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
会
議
室

内
容

労
働
協
約
の
意
義
と
効
力
に
つ
い
て

講
師

福
田
弁
護
士
（
国
労
弁
護
団
）

栄冠を手にした柳田さん

国労組合員とそのOBを中心に構成され、勇気と希望あふれる歌

声を全国各地に届けている歌声集団「Ｄ51合唱団」が創立52周年

コンサートを開催する。 国労組合員は友人等を誘い合わせの上、

是非会場に足を運んでいただきたい。今年最後の感動を自分のも

のに。【問い合わせは高橋和彦さん・携帯090-7075-6139まで】


